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【手続補正書】
【提出日】平成28年11月15日(2016.11.15)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　パッケージと、
　前記パッケージ内に収容され、屈曲振動モードで振動する振動素子と、
を含み、
　前記振動素子は、
　基部と、
　前記基部から第１方向に沿って延出しており、錘部、および前記錘部と前記基部との間
に配置されている腕部を備えている一対の振動腕と、
を含み、
　前記振動腕の前記第１方向に沿った長さをＬ、
　前記錘部の前記第１方向に沿った長さをＨとしたとき、
　　０．１８３≦Ｈ／Ｌ≦０．５９７
を満足し、
　前記パッケージ内の気圧が、１００Ｐａ以下であることを特徴とする振動子。
【請求項２】
　パッケージと、
　前記パッケージ内に収容され、屈曲振動モードで振動する振動素子と、
を含み、
　前記振動素子は、
　基部と、
　前記基部から第１方向に沿って延出しており、錘部、および前記錘部と前記基部との間
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に配置されている腕部を備えている一対の振動腕と、
を含み、
　前記振動腕の前記第１方向に沿った長さをＬ、
　前記錘部の前記第１方向に沿った長さをＨとしたとき、
　　０．０１２＜Ｈ／Ｌ＜０．３０
を満足し、
　前記パッケージ内の気圧が、１００Ｐａ以下であることを特徴とする振動子。
【請求項３】
　請求項１または２において、
　前記パッケージ内の気圧は、１０Ｐａ以下であることを特徴とする振動子。
【請求項４】
　請求項１ないし３のいずれか１項において、
　前記パッケージ内の気圧は、７×１０－４Ｐａ以上であることを特徴とする振動子。
【請求項５】
　請求項１ないし４のいずれか１項に記載の振動子と、
　回路と、
を備えていることを特徴とする発振器。
【請求項６】
　請求項１ないし４のいずれか１項に記載の振動子を備えていることを特徴とする電子機
器。
【請求項７】
　請求項１ないし４のいずれか１項に記載の振動子を備えていることを特徴とする移動体
。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００５】
　本発明は、上述の課題の少なくとも一部を解決するためになされたものであり、以下の
適用例として実現することが可能である。
　［適用例１］
　本発明の振動子は、パッケージと、
　前記パッケージ内に収容され、屈曲振動モードで振動する振動素子と、
を含み、
　前記振動素子は、
　基部と、
　前記基部から第１方向に沿って延出しており、錘部、および前記錘部と前記基部との間
に配置されている腕部を備えている一対の振動腕と、
を含み、
　前記振動腕の前記第１方向に沿った長さをＬ、
　前記錘部の前記第１方向に沿った長さをＨとしたとき、
　　０．１８３≦Ｈ／Ｌ≦０．５９７
を満足し、
　前記パッケージ内の気圧が、１００Ｐａ以下であることを特徴とする。
　［適用例２］
　本発明の振動子は、パッケージと、
　前記パッケージ内に収容され、屈曲振動モードで振動する振動素子と、
を含み、
　前記振動素子は、
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　基部と、
　前記基部から第１方向に沿って延出しており、錘部、および前記錘部と前記基部との間
に配置されている腕部を備えている一対の振動腕と、
を含み、
　前記振動腕の前記第１方向に沿った長さをＬ、
　前記錘部の前記第１方向に沿った長さをＨとしたとき、
　　０．０１２＜Ｈ／Ｌ＜０．３０
を満足し、
　前記パッケージ内の気圧が、１００Ｐａ以下であることを特徴とする。
　これにより、振動素子に加わる空気抵抗に起因したＱ値の劣化を低減することができ、
Ｑ値を向上させることができる。その結果、優れた振動特性を発揮することができる振動
子を提供することができる。
　また、錘部を設けることで、振動腕の全長を抑えつつ、振動腕の先端側の質量を高める
ことができる。振動腕の全長を抑える、すなわち振動腕の長さを短くすることができるこ
とにより、振動腕が屈曲変形したときの、先端部の変位量を小さくすることができ、よっ
て、錘部を設けていない場合と、錘部を設けた状態とで同一の振動周波数、同一の励振パ
ワーで振動している場合には、振動速度を遅くすることができる。これにより、振動素子
に加わる空気抵抗をより小さくすることができ、Ｑ値が特に高い振動子を得ることができ
る。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００６】
　［適用例３］
　本発明の振動子では、前記パッケージ内の気圧は、１０Ｐａ以下であることが好ましい
。
　これにより、振動素子に加わる空気抵抗に起因したＱ値の劣化を、より低減することが
でき、より優れた振動特性を発揮することができる振動子を提供することができる。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００７】
　［適用例４］
　本発明の振動子では、前記パッケージ内の気圧は、７×１０－４Ｐａ以上であることが
好ましい。
　これにより、パッケージ内とパッケージ外との気圧の違いにより生じるパッケージの不
本意な反りや撓み、およびこれらに起因するクラック発生等を抑制することもできる。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】削除
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【補正の内容】
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１１】
　［適用例５］
　本発明の発振器は、本発明の振動子と、
　回路と、を備えていることを特徴とする。
　これにより、高い信頼性を有する発振器が得られる。
　［適用例６］
　本発明の電子機器は、本発明の振動子を備えていることを特徴とする。
　これにより、高い信頼性を有する電子機器が得られる。
　［適用例７］
　本発明の移動体は、本発明の振動子を備えていることを特徴とする。
　これにより、高い信頼性を有する移動体が得られる。
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